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〔論文審査の要旨〕 
無線通信の新たな手法として、可視光を利用した可視光通信(VLC)が注目されており、様々

な光受信器・光送信器を組合わせた手法が提案され、スマートフォンのディスプレイ・カメラを光

受送信に使うとイメージセンサベースドの VLC システムが開発されている。本論文では、このよ

うな可視光通信として、光受信器に対応したイメージセンサ、光送信機に対応したプロジェクタ

が高フレームレート化することにより、これまでに限界があった通信帯域の壁を打破し、非圧縮

動画ストリーミング実験等を通して可視光通信の高速リアルタイム実現の有効性を示している。 

 第 1章及び第 2章では、本論文の学術的背景等を含めたイントロダクション、本論文に係る

関連研究について述べている。第 3 章では、高速プロジェクタと高速カメラを用いた可視光通

信システムを提案し、投影環境の変化にロバストなグレイコードを導入したビットプレーン投影を

行う可視光通信符号化・復号化プロトコルを設計した上で、1000fps 投影パタンを非同期で

3000fps カメラ撮影する場合の可視光画像通信の性能評価を行った。また 30fps 以上での 24 ビ

ットカラー動画やライブカメラ画像の非圧縮画像ストリーミング実験を行い、様々な背景変化に

対してもロバストな形でリアルタイム可視光画像通信が機能することを確認した。第 4 章では、カ

メラとプロジェクタのフレームレートが一致した形での可視光通信に向けて、高速視覚フィード

バックに基づく同期タイミング制御の考えを導入した高速プロジェクタ-カメラ可視光通信システ

ムを構築した。3000fps 投影・撮像に対応した高速視覚フィードバックを行う高速度カメラシステ

ムを導入し、3000fps での同期可視光通信を実現している。第 3 章と同様な検証を行った上で、

またカラー動画やライブカメラ画像の画像ストリーミング実験を通して、非同期の場合に比べ使

用可能な通信帯域を3倍にできることを確認した。第5章及び第６章では、これらの可視光通信

システム及び実験結果に対する議論及び全体の総括を行っている。 

以上、審査の結果、本論文著者は博士(工学)の学位を授与される資格があると認められる。 

備考：審査の要旨は，1,500 字以内とする。 


